
  

 

 

 

 

 

  
 

 

2022年度から高校でも「観点別評価」が始まり、１年生で実施されています。小・中・高・と

完全実施となりましたが、運用は各校に丸投げされています。2022年家教連夏季集会高校分科会

でも各高校まちまちの対応が報告され、戸惑いの声が多く聞かれました。 

春の研究会では、なぜ日本の教育に「観点別評価」が導入されたのか、その狙いと背景を明らか

にする中で、教育における「評価」のもつ意味を考えたいと思います。また各校種における授業と

「観点別評価」の実態報告をもとに、向き合い方を話し合いたいと思います。 

教育現場では急を要する課題です。皆様ぜひご参加ください。 

 

●講演 （10：05～１２：００） 

今、「評価」をどのように考えるか ー「観点別評価」の問題点を中心にー 

   山田 綾さん（四天王寺大学） 
 

●特別報告（13：００～1４：3０）   

 

小・中・高の授業と「観点別評価」 

 
●全体討議（14：40～15：30）   

 

NPO法人 家庭科教育研究者連盟 2023春の研究会 ご案内 
 

「観点別評価」を考える 
━家庭科教育における「評価」とは━ 

 

 

2023年 3月 26日（日） 10:00～15:30 

 オンライン 

オンライン 

・参加費   会員 700 円  一般 1000 円  学生無料 

・参加申し込み 下の URL またはＱＲコードからお申し込みください。 

締め切り  3 月  21日 

https://forms.gle/SFbqqGtm17E4SNBz7 

         ご入金確認後、前日までに Zoom URLをお送りします。 

・参加費振込先 中川千文 ゆうちょ銀行 記号 12340 番号 45673051 

・問い合わせ sugamomo_0508@yahoo.co.jp  ℡ 080‐5296‐6547（中川）  

・zoom ホスト 家庭科教育研究者連盟事務局 谷内香子 ℡ 080-1114-6294 

 

 

https://forms.gle/SFbqqGtm17E4SNBz7

